
国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構量子技術により生体イメージングの未来を拓く
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国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構MRI
アライアンス
第３回国際シンポジウム
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【プログラムのご紹介】

今回のシンポジウムでは、MRIにおけるプローブ感度を飛躍的
に高める有望な量子技術として、「超偏極技術」の最先端を特集
します。生体に応用可能な超偏極技術の創始者であるLarsen博士
をデンマークより迎え、最先端の研究開発をご紹介頂きます（日
本語解説付き）。また米国国立衛生研究所（NIH）･国立がん研究
所（NCI）より、超偏極技術の臨床研究の準備を進める山本博士を
お招きし、応用面においての進展をご紹介頂きます。また、国内
における超偏極研究の第一人者にお集まり頂き、講演者と発展的
な議論を行います。今回ご紹介する「生体に利用できる超偏極技
術」は、装置とプローブの両面で持続的な開発が進められており、
米国では複数のサイトでFDA認可を目指した臨床研究が開始され
つつあり、また欧州・中国・韓国・台湾でも臨床装置の導入が予
定されるなど、まさに「臨床応用前夜」の段階にあり、創薬にお
いても今後の活用が期待できます。

脳機能計測fMRIは、近年大きな発展をとげ、脳生理学研究の道
具から、認知症や精神神経疾患などの客観的判別が可能な新たな
診断ツールに発展を遂げつつあります。２つめのセッションでは
フランスCEA、ニューロスピン研究所より脳機能計測と拡散MRI
で活発に研究を展開される釣木澤博士にご来日頂き、最新研究を
ご紹介頂くと共に、双方向的に日本の研究者と深いご議論を頂き
ます。

最後のセッションは日本語で行われます。「先端技術の実用化、
そのステップと産官学連携のあり方」と題して、先端技術を実用
化する際に生じる多くの課題について、研究者、医師、企業、許
認可、政策など多様な視点から議論し、課題の抽出と解決策を検
討すると共に、その推進に欠かせない産学連携を実効性の高いも
のにするには何が必要かという点を会場の皆様と一緒に語り合い
たいと考えています。

さらに、量研で現在進行中の「QST理事長ファンド」「QST未
来ラボ」による研究紹介のコーナーにて、量研での取り組みの一
部をご紹介させて頂きます。
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第3回MRIアライアンス国際シンポジウム
国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構
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